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一般会計　� 単位：億円

令和６年度予算 検索
⬆

新潟市 令和６年度 予算

■問財務課（☎025-226-2201）

●ラムサール条約湿地自治体認証を活用した政策立案の強化
・  政策企画部に「ラムサール条約都市推進プロ

ジェクト・チーム」を設置し、ラムサール条
約の湿地自治体認証に基づく国際的な都市
ブランド化および地域における湿地の保全
や賢明な利用の促進に向け、組織の枠組み
を超えて取り組みます

●中学生の地域クラブ活動環境の整備促進に向けた体制強化
・  教育委員会学校支援課に「地域クラブ活動推進室」を新設し、従来の中

学校部活動のあり方を見直すとともに、地域と学校が連携・協働し持
続可能な活動環境を整備します

■速やかな生活再建・災害復旧
令和６年能登半島地震により被災した市民や事業者の速やかな再建に
向けて、新潟市独自の支援を行うほか、被害を受けたインフラや公共
施設などの復旧を進めます

■災害に備えた防災・減災対策の推進
・ICTを活用した避難所キーボッ
クスの設置 新規

　  避難所キーボックスの設置を拡
大するとともに、遠隔操作など
の機能を一部に導入します
・宅地等地震被害状況の
基礎調査 新規

　  同地震による液状化や宅地被害
の全体像を把握するための調査
を実施します

・８区防災アクション2024 新規
　  各区において同地震を踏まえた防災・減災関連事業を実施します

■物価高騰への対応
物価高騰などの影響を特に大きく受ける市民を支援します

■市民生活を支える機能の維持・向上
・路線バスネットワークの維持 新規
　  バス運転士の人材確保を支援するとともに、新たなバス利用の需要

喚起を図ります
・救急業務のICT化推進 新規
　  増加する救急要請に迅速に対応するため、救急業務のICT化を推進

します

■拠点性のさらなる向上
・新潟駅周辺地区の整備
　  「日本海拠点都市にいがた」としてふさわしい拠点機能の強化を図る

ため、万代広場や幹線道路などの整備を進めます
・上所駅の整備
　  上所駅の開業に向け、駅舎および駅前広場を整備します

■新潟都心のまちづくり「にいがた２
ニ キ ロ
km」

・多様なつながりを創る「（仮称）にいがた２km学校」事業 新規
　  公民連携で「まちの仮想学校」を設立し、若い世代が主体的にまちづ

くりに関わる機会を創出します
・にいがた２km・８区連携オープンイノベーションの推進 新規
　  にいがた２kmと８区の連携をさらに推進し、企業や大学など多様

な主体がつながる取り組みを通じ、食や観光などの分野で国内外か
ら稼げる事業の創出を目指します

■新潟ならではのコンテンツを活かした交流人口の拡大
・新潟・佐渡マラソンの連携に
よる魅力向上 新規

　  佐渡市と連携して、新潟シティ
マラソンと佐渡トキマラソン
の協力体制を構築します

・日本遺産「北前船」を活かした
みなとまち文化発信 新規

 　 みなとぴあ開館20周年を機に
「北前船」に関連した体験型イ
ベントを開催します

・鉄道コンテンツによる
誘客促進 新規

　  新津鉄道資料館リニューアル
10周年を機に、新潟地区の路
線の運転体験ができるシミュ
レータを導入します

・食をツールとした誘客の推進 新規
全国有数の消費額を誇る新潟ラーメンをPRするほか、「にいがた酒
の陣」での受け入れ態勢の充実を図ります
・ラムサール条約都市としての取組の推進 拡充
　  「里潟」の魅力を活かした国内外へのPRや市民プロジェクトを展開す

るとともに、市公認里潟ガイドを育成します

■事業者の人材確保・育成、生産性の向上
・デジタル技術を活用した地域就労モデルの構築 新規
　在宅テレワーカーの育成と  単日短時間就労を促進します

安心・安全　～平穏な日常を取り戻し安心して暮らせる新潟市 活力・交流　～人が行き交い活力あふれる新潟市

■子ども・子育てへの切れ目ない支援
・産婦健康診査事業 新規
　  産婦の精神的・経済的負担を軽減するため、産婦健康診査の費用を助成します
・産後ケア事業 拡充
　  産後ケアを受ける際の双子・三つ子などの加算料金に係る助成を拡充します
・にいがたっ子すこやかパスポート 拡充
　  協賛店の協力の下、さまざまなサービスを受けられるパスポートの対象年齢

を高校３年生まで拡大します
・空き家への住み替え支援 拡充
　  空き家活用推進事業のうち、子育て世帯に対する空き家取得費やリフォーム

費への助成を拡充します
・育児に不安を抱える家庭への支援 新規
　  育児に不安や負担を抱える子育て家庭などへの訪問支援や、家庭での養育が

困難な乳児などの一時的な宿泊を実施し保護者をサポートします

■学力・体力・豊かな心を育む教育
・教育DXの推進 新規
　  子どもの情報活用能力を伸ばすため、１人１台タブレット端末を活用し、中

学校でプログラミング教材、小・中学校で新聞データベース教材を導入します
・中学校の全員給食化・給食費の公会計化 新規
　  中学校の全員給食化に向けた準備を行うとともに、学校給食費の徴収管理を

市が行うための事務システムなどを整備します
・中学生のための地域クラブ活動支援 新規
　  新規団体の立ち上げや既存団体による中学生の受け入れ検討など、部活動の

スムーズな地域クラブ活動への移行を支援します

子育て・教育　～みんなで支え合う子育てにやさしい新潟市

主な組織改正 問行政経営課（☎ 025-226-2437）

当初予算のすがた
　一般会計の当初予算は、前年度と比べて208億円増の総額4,185億円となりました。
　まずは、「安心・安全」に力を入れ速やかな災害復旧に全力で取り組み、平穏な日常を取り戻します。
　加えて、「活力・交流」と「子育て・教育」に注力し、都市の活力向上と住民福祉の向上の好循環を生み出す
ことで、「選ばれる都市　新潟市」を実現していきます。

市債残高と基金残高の推移
　臨時財政対策債を除く市債残高は令和元年度以降着実に減少
してきましたが、新年度は災害復旧事業の増加などから62億円
の増加となる見込みです。
　基金残高は令和４年度末では104億円でしたが、地震への対
応により減少する見込みです。

基金残高（貯金）の推移　� 単位：億円

※令和６年度補正を含む数値

端数処理の関係で合計が一致しない場合あり
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※令和５、６年度は繰り越しを含んだ決算見込み
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問い合わせ・申し込みの際は電話番号のかけ間違いがないよう注意してください 広告掲載の申し込みは（株）ウィット（☎072-668-3275）へ、１枠（7.3㎝×12.1㎝）163,000円（税込、制作料別途）。掲載した広告についての問い合わせは各広告主へ
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